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令和４年度 学校マネジメントシート 

【様式】                    学校名（  北星高等学校  ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 安心・安全な環境で、「自分ならではの学び」を保障する学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

・夢や希望の実現に向けて、主体的に学ぶことができる生徒 

・知・徳・体のバランスのとれた生徒 

・社会に受け容れられ、社会的・職業的に自立できる生徒 

・お互いの人権を尊重し、相手の気持ちを思いやれる生徒 

ありたい 

教職員像 

・北星高校職員であることに誇りをもち、チームワークを大切にする教職員集団 

・傾聴の姿勢を重視し、個々の生徒の成長を支援する教職員 

・教職員としての使命感や責任感をもち、自らの課題を見つけ、探求し続ける教職員 

 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

＜生徒＞ 

安心して学べる環境、学び直しなど個に応じた学習支援、心身の課題に応じた生活

支援、自己実現に向けた活動支援 

＜保護者＞ 

社会に出て自立できる力を身につけさせる支援 

＜地域＞ 

生徒の公共心とマナーの育成による地域の安全安心、地域活性化への協力・貢献 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

子どもの社会的自立ときめ細やかな支

援、子どもの学習状況や本校の教育活

動についての情報提供、安心して通わ

せられる学校環境 

＜中学校・高等学校＞ 

多様な課題を抱えた生徒の学びのため

の連携、学びの場の提供 

＜地域＞ 

地域行事や防災での学校施設の利用と

生徒・教職員の協力 

＜関係機関＞ 

生徒支援のための連携と情報共有 

＜家庭＞ 

本校の教育活動への理解と協力 

 

 

 

＜中学校・高等学校＞ 

生徒の情報共有 

 

＜地域＞ 

本校の教育活動に対する理解と支援 

 

＜関係機関＞ 

生徒支援のための連携と情報共有、専

門的知識の提供 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

〇コロナ禍において学校生活の制限を受ける中にあっても、生徒や保護者の不安や疑

問の声に耳を傾けて、一つ一つ丁寧に受けとめ、寄り添い、対応してもらっている

ことに対して、関係者の努力を高く評価したい。安心・安全な環境で生徒一人ひと

りの学びの保障を継続して進めていってもらいたい。 

〇令和４年度からの「生徒一人一台端末の導入」については、各家庭の状況等を踏ま

えて十分な配慮を行って、進めていってもらうようお願いしたい。教育効果を高め

るため、学習内容や学習活用場面等を計画して、一人ひとりの生徒にとって有効な

学習ツールとなるようにしてもらいたい。 

〇学校防災について、生徒一人ひとりの「安心・安全な環境づくり」をキーワードに

地域関係者とともに考え、二次避難や避難所運営、施設活用を検討していってもら

いたい。そして、そのことを通して「地域から信頼される学校づくり」を目指して

もらいたい。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 
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(4)現状と

課題 

教育 

活動 

〇多様な学習歴や学習ニーズをもった生徒、特別な支援や配慮を必要とする生徒が多

数在籍している。 

・ユニバーサルデザインを意識した授業改善の継続と、ＩＣＴ等の学習環境の整備お

よびオンライン教育の推進に取り組むことが必要である。 

・主体的な学びの推進に向けて、生徒の興味関心・意欲を引き出す授業づくりととも

に、生徒の多様なニーズに対応できる教育課程の編成が課題である。 

・インクルーシブ教育実現のため、生徒の性格特性や心身の発達課題、背景などを教

職員が十分に理解した上で、専門家や関係諸機関と連携して一人ひとりの生徒に対

応した指導・支援にあたることが必要である。 

〇働きながら学ぶ生徒が減少し、社会参画や社会的自立に課題を抱えた生徒が多数在

籍している。 

・ソーシャルスキルを含む社会適応能力の育成と向上を図ることが必要である。 

・集団生活の中で生徒が自らを律することができ、主体的に行動ができるよう指導を

充実させていく必要がある。 

学校 

運営等 

○教職員の「北星高校職員として働くこと」に対する満足度は高く、チームワークを

大切にする雰囲気がある。 

・業務分担の偏りと多忙感の解消のため、業務内容の精選や効率化だけでなく、業務

をチームで行う協力体制の構築と職員間の疎通性を高め助け合う風土の醸成が必

要である。 

○教職員・保護者・地域・関係諸機関との連携を強化し、非常勤職員や外部の教育力

も含めた「チーム北星」により、生徒個々の成長を支援する体制づくりが課題であ

る。 

・「チーム北星」で生徒を支援するために、教職員だけでなく、保護者、地域も含め

た情報共有を密にする体制づくりが課題である。 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

○インクルーシブ教育の理念にもとづいた教育活動 

・生徒が主体的に活動し、学ぶ楽しさ、わかる喜びを実感できるように、ＩＣＴを活用した学び

を推進する。 

・安心した学校生活を送れるよう、生徒一人ひとりを認め受け入れる環境を提供する。 

・生徒の社会的・職業的自立を促すため、キャリア教育の充実により、自己肯定感を高める教育

を推進する。 

学
校
運
営
等 

○組織力の向上 

・定時制・通信制が一体となった持続可能な学校運営を行うため、情報共有のしくみと協力関係

を構築する。 

・生徒の成長と自立を支援するため、教職員・保護者・地域・関係諸機関との連携体制を強化す

る。 

・教職員の指導力や授業力の向上を図り、業務の平準化についても継続的に検討し、負担軽減に

努める。 
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４ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動    
教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

主体的

な学び

の推進 

【学習支援】 

○個々の生徒が必要としている学習活動を提供できるよう、

教育課程の編成に努める。 

○生徒が「学ぶよろこび」を見いだし、さらには社会に出てい

くうえで役立ち、また自分の目標に近づくことにつながるよ 

うな学びの実現をめざす。 

（１）履修相談・受講指導の充実 

【活動指標】 

・履修相談・受講指導期間（年２回） 

・定時制履修ガイダンス実施（年１回＋昼間部１年次向け 

１回） 

（２）授業・レポート・スクーリング改善 

【活動指標】 

・生徒による授業・スクーリング評価（年１回以上） 

・授業・スクーリングにおけるＩＣＴ機器の活用 

・レポートの改訂 

【成果指標】 

・教員評価、生徒自己評価ポイント 9割以上 

○安心・安全な環境のもとで、生徒が出席しやすく教員が授

業・スクーリングをしやすい学習環境の整備を行う。 

（１）教室整備 

【活動指標】 

・１教室以上の傷んだ机・椅子の入れ替え 

（２）ＩＣＴ機器の活用 

【活動指標】 

・一人一台端末を活用した授業の実施 

・感染症・災害時等の非常時を想定した、オンラインを活用

した学習指導等の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今年度から、新教育課程を実施

した。新課程生と旧課程生がそれ

ぞれの課程で学習を進め卒業を

めざせるように実施教育課程を編

成するとともに、生徒が今後の見 

通しを立てて履修登録できるよう

に履修相談・受講指導期間での

面談の充実を図った。 

・(定時制)2月に生徒による授業

評価を行った。5段階で教員評

価 4.40、生徒評価 4.29で昨年

度同期より 0.1ポイント下回った。 

(通信制)11月に生徒による授業

評価を行った。結果、4段階で教

員評価 3.78、生徒自己評価 3.86

で昨年度とほぼ同様で良好だっ

た。 

・１教室の机と椅子を新品に入れ

替え、他教室の傷んだ机・椅子も

傷んでいないものと交換した。 

・(定時制）情報推進担当と連携し

て、新入生向けに生徒一人一台

端末のオリエンテーションを実施

した。 

・新型コロナウイルスの感染拡大

状況を考慮して、講演会等では

オンラインを活用した分散教室を

継続している。 

 

 

 

 

 

 

◎ 
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安心安

全な学

校づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人権学習】 

○あらゆる教育活動において人権教育を推進する。 

○総合的な探究（学習）の時間、ＬＨＲ、学校行事などのさま

ざまな教育活動を通じて仲間づくりを推進する。 

○個別の人権問題や差別の現状について学ぶことで、人権

の意義と重要性を理解し、自他の人権を尊重できる人権

感覚を育む。 

＜定時制＞ 

【活動指標】 

・総合的な探究（学習）の時間で人権学習を実施（２回） 

【成果指標】 

・｢夢ノート｣において｢興味をもった内容や新たな気づきが 

あった｣生徒 70％以上 

 

 

＜通信制＞ 

【活動指標】 

・ＬＨＲや総合的な探究（学習）の時間等で人権に関する学

習を実施（複数回） 

【成果指標】 

・人権ＬＨＲへの参加人数の増加 

 

・教員向けの人権学習会を行い、 

意見の交流や人権に関する考え

を深めることができた。 

＜定時制＞ 

・定時制では、２回の人権学習を

行った。１回目は６月２日にインタ

ーネット上の人権学習、２回目は

１２月１日にスマホの利用と SNS

に関する人権講演会を開催し

た。「興味をもった内容や新たな

気づきがあった」と回答した生徒

は、１回目は 92.7％、２回目は

92.9％と指標を達成した。 

＜通信制＞ 

・通信制では、１１月２７日（日）１２

月１日（木）に人権ＬＨＲを行っ

た。各学年でテーマを決める形

式で実施した。 

参加人数：日曜コース３０人、木

曜コース１１人。木曜コースは前

年より参加人数が増加した。 

 

 

 

◎ 

【生活支援・生徒指導】 

○「安心」して学校生活を送ることができる、「安全」な学校づ

くりを推進する。また、生徒一人ひとりが「命を守り、命を大

切にする」意識を持つための啓発を行う。 

＜定時制＞ 

・生徒の情報を収集し、職員間で情報共有に努める。問題

行動の未然防止や早期対応をすることで生徒一人ひとり

が安心・安全に学べる環境を整える。 

【活動指標】 

・学校生活調査を実施する（年間３回） 

・年間を通じた継続的な校内外の巡回を行う。 

・始業式、終業式、長期休暇前等の集会時の講話で命の 

大切さについてふれる。 

・総合的な探究（学習）の時間に 7月「交通安全」教育、 

12月「薬物乱用防止」教育を実施する。 

・授業規律を徹底する。  

 

 

 

 

 

 

＜定時制＞ 

・集会時に交通安全、薬物乱用

防止、SNS の適正利用等につい

て注意喚起を行い、命の大切さ

にふれる講話を行った。 

・「一人で悩まず相談しよう」プリン

トの校内掲示や各家庭への郵送

等、各種相談窓口の情報を機会

あるごとに生徒、保護者に伝え

た。 

・学校生活アンケートを年 3 回（5

月、9 月、2 月）行った。回答内容

を確認し、必要がある場合は個別

面談での聞き取り等、生徒の不安

や悩み、心配ごとに寄り添った。

また、特にいじめにつながる事案

がないかに留意し問題の早期発

見と早期解決に取り組んだ。 

・継続的な校内外の巡回、生徒

への声かけにより、生徒の安心感

の醸成に努めた。 

 

 

◎ 
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安心安

全な学

校づくり 

 

 

 

＜通信制＞ 

・生徒にネットリテラシーを身につけさせることで、インター 

ネット上の危険に巻き込まれない力を養う。 

【活動指標】 

・学校生活アンケートを実施する（年間３回） 

・職員による年間を通じた継続的な校内外の巡回を行う。 

・特別活動等の時間を利用し、インターネットに関する学習 

を行う。 

・7 月「交通安全」教育、12 月「薬

物乱用防止」教育を総合的な探

究（学習）の時間に行った。 

＜通信制＞ 

・ネットを通じた子供の性被害の

防止に向けて、Google Classroom

でリーフレットを発信し啓発をし

た。 

・学校アンケートを年間 3 回実施

に加えて、いつでも相談できるい

じめ相談窓口を 12 月より実施し

た。 

・年間を通じて、巡回を行った。 

・通信制は、LHR の参加が個々

でばらつきがあるため、全体に周

知徹底することが難しく、Google 

Classroom の利用拡大などが今

後の課題である 

 

【生活支援・保健】 

○個に応じた指導・支援の充実に努める。 

○校内における新型コロナウイルス感染症の予防及び感染

拡大防止。 

・保健室から情報発信し、定時制各部・通信制・各分掌等と

連携を図り、生徒一人ひとりを尊重し、個に応じた指導・支

援を実践する。 

【活動指標】 

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーや教育

相談員との情報共有を密にし、連携して生徒の指導・支援

を行う。（教育相談） 

・対象生徒の実態を把握し、チューター・生徒・保護者との

面談を通して個別の教育支援計画を作成する。 

（特別支援） 

・集団に入ることが困難な生徒に対し、通常教室での学習

に戻る力を育むために教員とのマンツーマンでの学習支

援を実施する。（個別支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育相談） 

・スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーとの情報共有

を毎回実施し、助言を得ながら連

携して生徒への支援を行った。 

（特別支援） 

・必要に応じて、チューター・生

徒・保護者が学校生活スペシャル

マネージャー（支援員）と面談を

行い、個別の教育支援計画を作

成した。 

（個別支援） 

・定時制の生徒に対して、通信制

システムを利用した個別の支援を

実施した。 

前期 ２名・後期 １名利用 
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社会的

自立を

促す支

援 

【活動支援・進路指導】 

＜定時制＞ 

○キャリアデザインセミナーおよび進路ＬＨＲの充実を図る。 

・進路に関して興味関心が高まり、参加出席してよかったと

思えるキャリアデザインセミナー・進路ＬＨＲづくりを行う。 

【活動指標】  

・「総合的な探究の時間」においてキャリアデザインセミナー

を、年４回実施する。 

【成果指標】 

・振り返りシート（「夢ノート」）において生徒の満足度７０％ 

以上。 

＜通信制＞ 

○進路ガイダンスを中心にしたキャリア教育の充実に努め 

る。 

○ソーシャルスキルを意識した授業づくりとＬＨＲの運営を 

推進する。 

【活動指標】 

・進路ガイダンスを３回（５時間）実施する。 

【成果指標】 

・振り返りシートのアンケートにおいて生徒の満足度７０％ 

以上。 

＜定通共通支援の促進＞ 

○定時制、通信制合同での進路支援の促進および定時制

進路行事への通信制生徒の参加を促す。 

【活動指標】 

・就職選考委員会後の試験対策を定通合同で催す。 

・通信制卒年次生を中心に定時制キャリアデザインセミナ

ー②への参加を募る。 

 

＜定時制＞ 

・キャリアデザインセミナーを４回

実施した。３回目はあさけプラザ

での実施となり、生徒はもちろん

講師からも好評であった。振り返

りの満足度は 94.6％（昨年９6％、

一昨年 91％）であった。生徒たち

が前向きに参加したということと共

にセミナー内容が合致していたと

言える。この結果をもとに、より一

層満足できるセミナーを目指し

て、次年度以降も行っていきた

い。 

＜通信制＞ 

・学校行事にキャリア教育を位置

づけたものが定着してきており、

計３回実施した。振り返りの満足

度も参加生徒の 90％以上が「大

変役立つ」「役立つ」と回答してい

る。 

＜定通共通支援促進＞ 

・就職・進学の説明会の合同開催

をしてきた。特にキャリアデザイン

セミナー②へは通信制からも 24

名が参加し、昨年度の２倍の人数

となった。 

 

 

◎ 

改善課題 

・生徒が興味・関心を持つ魅力ある授業とするため、公開授業等を通して授業改善に取り組むとともに、

授業規律の向上についても、生徒指導部を中心に学校全体で取り組んでいく必要がある。 

・多様な背景を抱える生徒を支援するため、保健部を中心として、各分掌・各部が連携し情報共有するこ

とで、より効果のある支援となるよう努めていく。さらに、教育相談や特別支援など、生徒に寄り添った

支援の充実を図るための体制づくりが必要である。 

・今年度は、個別支援を受ける生徒が減少傾向にあることから、個別支援の目的（通常の授業あるいはス

クーリングに戻る力）や仕組みを周知する方法を検討する必要がある。 

・通信制生徒が、将来の目的について考える機会とするため、キャリアデザインセミナーへの参加を促し、

進路希望実現に向けた取組を推進していく必要がある。 

・「時間を守る」など、生徒の基本的生活習慣の向上を図るため、生徒指導部と各部が中心となり、登下

校指導や巡回指導など、学校全体で取り組んでいく必要がある。 

・今年度の人権教育は、「インターネット上の人権学習」を実施し、また SNS に関する人権講演会も実施

することができた。本校生徒には、お互いの人権を尊重し、相手の気持ちを思いやれる心を育むことを目

的とした人権教育となるよう、取り組んでまいりたい。 



７ 

（２）学校運営等 
学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 ＜＞結果 備考 

「チーム

北星」の協

力体制の

構築 

＜企画調整＞ 

〇保護者・地域等への情報提供の充実を図る。 

・個々の閲覧者に対してわかりやすく、的確な情報発信を

実現すべくホームページを刷新する。 

・きめ細やかな更新を行い、最新の情報を発信する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習支援＞ 

○学習支援に関する情報共有を通して分掌・部・課程間の

連携協力関係を創出する。 

【活動指標】 

・統一校務支援システム（「賢者」）に関する研修を実施し、

生徒の出欠、学習状況等の迅速な入力と指導への活用を

図る。 

・定通併修生徒の学習状況についての情報共有 

・「総合的な探究の時間」における地域人材の活用 

 

 

＜ＰＴ（学校マネジメントプロジェクト会議）＞ 

〇職員間のコミュニケーションとチームワークの充実を図る。 

【活動指標】 

・現職教育による職員間の研修の実施。（年３回）  

【成果指標】 

・振り返りシート及び教職員満足度調査でのチームワークに

関する項目の「教職員間に互いに協力・連携する雰囲気

がある」割合が３．３以上。 

＜企画調整＞ 

・9月 16日にホームページをリ

ニューアルすることができ、随時

様々な情報の更新に努めてい

る。本年度は防災教育を通し

て、地域の方々と合同で二次避

難所への避難練習を計画し、職

員と地域住民との合同避難を行

った。その結果、昨年度からの

地域連携が評価され、みえ防災

大賞奨励賞を獲得した。次年度

以降も合同での避難練習等を

計画し地域の防災に対する啓

発を行っていく。 

＜学習支援＞ 

・(定時制)授業の出欠、(通信制)

スクーリングやレポート等の学習

状況、評価について、おおむね

「賢者」への入力はスムーズにで

きた。 

・併修生の担当者を各課程にお

き、情報共有をしやすくした。 

・(定時制)「総合的な探究の時

間」で、四日市市在住のアーテ

ィストを招いて講演会を行った。 

＜ＰＴ＞ 

・感染症拡大防止対策をしなが

ら計画どおり実施することができ

た。対面で意見交流を行い、教

員間の活発な意見交流の場とな

った。 

・チームワークに対応する質問

項目「教職員間に互いに協力・

連携する雰囲気がある」は満足

度 2.98であった。（昨年度

3.08） 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 



８ 

資質向上

の取り組み 

＜全般＞ 

○教職員一人ひとりが教育公務員としての自覚を持ち、県民

の期待と信頼に応えていくためにコンプライアンス意識の

向上に努める。 

○全体でのコンプライアンス研修に加えて、定時制各部・通

信制・チーム・グループ単位で年３回以上研修会を実施す

る。 

 

＜学習支援＞ 

〇授業（スクーリング）力向上に努める。 

【活動指標】 

・授業・スクーリング公開及び職員による授業・スクーリング

見学週間を実施する。（計２回） 

○適切な履修相談・受講指導ができるよう、カリキュラムへの

理解を深める。 

【活動指標】 

・履修相談・受講指導に関する研修を実施する。（１回以

上） 

＜全般＞ 

・教職員の意識向上を図るた

め全体でのコンプライアンス

研修を２回実施した。また、定

時制各部・通信制・各チーム・

グループ、事務部でそれぞれ

２回研修を行ない、内容を全

職員に環流した。 

＜学習支援＞ 

・生徒一人一台端末の活用を研

究するため、授業見学週間で端

末を活用した授業実践を見学し

合った。 

・履修相談・受講指導の開始に

向けて、２月に(定)職員向け説

明会、(通)通信制会議で、履修

相談・受講指導の注意事項等の

説明会を実施した。 

 

 

 

 

◎ 

職場環境

改善 

＜全般＞ 

〇職場の環境向上に努める。 

【活動指標】 

・学校運営の効率化を図り、教職員が働きやすい環境づくり

を推進するため、総勤務時間縮減の取組として、以下の４

項目に取り組む。 

(1)定時退校日を月２日以上設定し、達成率９０％以上 

(2)部活動休養日を週２日以上設定し、達成率１００％ 

(3)１時間以内に終了する会議９０％以上 

(4)学校閉校日を年５日以上設定（８月・12月・１月） 

【成果指標】 

(1)時間外労働時間を平均月１０時間／人以内 

(2)月４５時間を超える時間外労働者の延べ人数を０人 

(3)年３６０時間を超える時間外労働者の人数を０人 

(4)休暇取得日数を年間１５日／人以上 

＜企画調整＞ 

○生徒清掃時に行う職員のクリーンタイムを始めとして、職員

によるトイレ清掃や休憩室の清掃など、常日頃から職員の

美化意識の向上を図る。 

＜新型コロナウイルス感染症防止対策＞ 

○生徒や教職員の①マスク着用、手洗い、手指消毒の徹

底、②「密閉・密集・密接」の回避、③日々の健康状態を

「健康記録表」に記入することによる、健康管理の徹底を

行うとともに、体調不良者への早期対応等を通じて感染防

止対策に取り組む。 

＜全般＞ 

【活動結果】 １２月末現在 

・定時退校日達成率    95％ 

・部活動休養日達成率 １００％ 

・スマート会議達成率   ７５％ 

・学校閉校日 年５回実施 

【成果】    １２月末現在 

・平均時間外労働時間 

  定時制  ７．６時間 

  通信制  ３．０時間 

・月４５時間超、年３６０時間超 

         延べ人数 ７人 

・平均休暇取得日数 １３日 

＜企画調整＞ 

・クリーンタイムでの職員清掃は

もとより、トイレ清掃や休憩室整

理も定着化することができてい

る。今後も率先して取り組むこと

により、美化意識の向上を図っ

て行きたい。 

＜新型コロナウイルス感染症防止対策＞ 

・左記の①から③を徹底するとと

もに、健康管理に関する生徒へ

の指導や体調不良者への迅速

な対応を行うことによって、通常

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 



９ 

 の教育活動を安全に継続して

行うことができた。 

改善課題 

・今年度は、新たに学校ＨＰを作成し、様々な情報の発信を行っている。今後も、学校行事や生徒会行

事等の取組や、防災教育を通して地域の方々との連携の様子などの発信に努めてまいりたい。  

・今年度は、教職員のコンプライアンスミーティングを各分掌・各部で年２回、全体でも年２回実施

し、ミーティング内容を全教職員にメールで共有することで、不祥事根絶の意識向上を図った。今後

も、さらにコンプライアンス意識を向上していける取組となるよう、努めてまいりたい。 

・総勤務時間縮減の取組として、管理職からの声掛けや業務の偏りを改善し、教職員が健康で働きやす

い環境づくりを推進していく。 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

・今年度、刷新したホームページを活用し、学校行事の様子や日常の教育活動の取組みな

どの情報発信を積極的に行ってもらいたい。また、保護者や地域からの意見を受取る仕組

みの充実をお願いしたい。 

・コロナ禍において実施を控えていた授業公開を再開し、一人一台端末を活用した新しい

スタイルの授業の様子を、保護者や地域の関係者など多くの方が見学できる機会を設けて

もらいたい。 

・学校で採用されている学習用端末はクロームブックであるが、将来にわたる継続的なパ

ソコンの利用も念頭に置き、より広く普及している OS やアプリケーションの導入を検討

してもらいたい。 

・生徒を褒めることは自己肯定感を高めることに繋がるので、日頃から生徒との対話に努

め、積極的に生徒の行動を褒めることを意識した指導・支援を推進してもらいたい。 

 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

・生徒が「命を守り、命を大切にする」ことを考え、意識を向上させる良い機会とするため、

「交通安全」・「いじめ防止」・「薬物乱用防止」などの講演会等の実施により、安心・安全な学

校づくりを推進していく。 

・授業規律を遵守し、授業の大切さを指導するとともに、校内外の巡回を生徒指導部と各部

で協力して実施していく。 

・授業等のあらゆる教育活動において、人権教育を推進し、差別の現状等について学ぶこと

で、自他の人権を尊重できる人権意識の向上を図っていく。 

・生徒の事情や背景に応じた配慮・支援の充実を図るため、教育相談体制を構築し、各課程・

各部・各分掌間の情報共有を図り、外部関係機関との連携を緊密にしていく。 

・キャリア教育の一環として、キャリアデザインセミナーを充実させ、生徒が将来の進路に

関して、興味・関心が高まる取組を推進していく。 

学校運営につ

いての改善策 

・令和４年度に刷新した学校ＨＰや安心安全メール等を活用し、本校の教育活動を保護者や

地域の方々に発信し、信頼される学校づくりに努めていく。 

・信頼される学校であるため、行動計画を見直し、教職員としての使命と職責の重さを常に

意識し、公教育への信用失墜とならないよう、研修会等を実施していく。 

・教職員の働きやすい環境づくりを構築するため、総勤務時間縮減に向けての取組として、

定時退校日を月２回以上、学校閉校日を年５日以上設定していく。 
 


